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２．２ 改築及び修繕の影響の補正 

  上記の健全率は改築や修繕を行いながらの劣化進行を示す値であるため「見かけの」としている。本来、

劣化曲線における経過年数毎の健全率は、改築や修繕を行わない場合の劣化速度である。そこで、見かけ

の健全率から改築及び修繕(改築・修繕)の影響を除くために図－１の手法を採った。 

左上図はある経過年数までの見かけの健全率を左下図は累積残存率を示している。右図は補正後の健全

率が累積残存率と見かけの健全率の積で算定されることを示している。これは改築や修繕を受けた管は劣

化していたとの前提に基づいている。 

次に、累積残存率の求め方を記す。ある経過年数における敷設後からの累積残存率は、経過年数毎の残

存率の累積値で求まるとした。経過年数毎の残存率は 1から経過年数毎の改築・修繕率を減じて求めた。 

数毎の改築・修繕率ここに、Ｒｉ＝経過年
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経過年数毎の改築・修繕率は、平成 18 年度の全国の年度初めの管渠資産延長に対する年度内での改築延

長の割合に修繕分として平成7年度から16年度の各年度の改築延長と修繕延長の割合の相加平均を一律に

上乗せして求めた。平成 18 年度の全国の年度初めの管渠資産延長と年度内での改築延長(廃止を含む)は全

国の自治体へのアンケート調査により入手した。平成 7年度から 16 年度の各年度の改築延長と修繕延長は

下水道統計に依った。 

図－１ 見かけの健全率に対する改築・修繕の影響補正の考え方 

 

３．結 果 

 経過年数毎の見かけの健全率を図－２、累積残存率を図－３、経過年数毎の補正後の健全率と線形近似式

（劣化曲線）を図－４に示す。劣化曲線として以下の式を得た。 

補正後の健全率 (％) ＝ -1.44 ×（経過年数）＋ 118      （式－３） 
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2007 9 2008 1 -2 3

30CFU/mL

-2 2007 9

pH SS NH4-N T-N T-P 
( ) (CFU/mL) (CFU/mL) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) 

(n=40)* 15.9 1.3 7.5 0.4 105.56 0.24

(n=0)**
104.96 0.33

(n=0)** 150 69 19.5 5.4 34.0 8.1 3.8 1.1

(n=38)*

102.87 0.42

(n=1)**
102.45 0.34

(n=7)**

(n=39)*
16.0 2.0 7.0 0.3 102.72 0.58

(n=25)**
102.38 0.43

(n=27)** 2.4 2.0 3.5 5.2 10.0 6.0 1.1 0.8

* ** 30CFU/mL

-3 2008 1

pH SS NH4-N T-N T-P 
( ) (CFU/mL) (CFU/mL) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) 

(n=40)* 24.8 1.4 7.3 0.4 104.88 0.22

(n=0)**
104.77 0.32

(n=0)** 176 78 24.7 6.6 41.1 9.6 4.9 2.0

(n=38)*

102.14 0.29

(n=3)**
101.93 0.22

(n=3)**

(n=39)*
25.6 1.6 6.9 0.3 102.03 0.30

(n=30)**
101.69 0.17

(n=31)** 3.6 2.8 4.4 5.9 12.5 6.3 1.1 0.9

* ** 30CFU/mL

2007 9 2008 1 -1 2

30CFU/mL 30CFU/mL

104 106CFU/mL 9 1

50% 9 1

9

101 104CFU/mL

3,000CFU/mL
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16SrRNA

(1)

30 PrepMan® Ultra Reagent (Applied 
Biosystems) DNA DNA PCR template
MicroSeq® 500 16S rDNA PCR Kit (Applied Biosystems) 16S rRNA 5’ 500bp

PCR PCR QuickStepTM2 PCR Purification Kit  
(EdgeBioSystems) Agilent Technologies 2100 Bioanalyzer  (Agilent) 

PCR Big-Dye Terminator
template MicroSeq® 500 16S rDNA Sequencing Kit (Applied Biosystems) 

AutoSeqTMG-50 (Amersham Pharmacia Biotech) 
ABI PRISM® 3100 Genetic Analyzer (Applied Biosystems) 
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19)

4.

19

1) 17 2
2)

19 11
3) Vol.29 1998.6
4) 425 / -14
1991.1
5)

( ) 2004.3
6) Vol29 1998.6
7) Vol29 1998.6
8) Vol.63.No.11
1995.11
9) Vol41No5 2005.5
10) Vol.32.No.39
1995.11
11) 1997.9
12)

2005.2
13) Vol.27 No.314 1990.7
14)

Vol.27 No.314 1990.7 
15) Vol.41 No.506 2004.12 
16)

No.3 1987.3
17) Vol.25 1990.10
18) Vol.38 No.469 2001.11 
19)

http://www.nilim.go.jp/lab/jeg/heat.htm 
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